
11
月
24
日
投
票
で
行
わ

れ
た
市
川
市
長
選
挙
。
日

本
共
産
党
推
薦
・
「
市
川

市
政
を
か
え
る
会
」
の
、

田
中
長
義
市
長
候
補
は
、

２
２
１
３
４
票
を
獲
得

（
得
票
率
27
・
９
％
）
し
、

大
健
闘
し
ま
し
た
。

当
選
は
現
職
の
大
久
保

博
氏
（
自
民
、
民
主
、
維

新
、
公
明
、
生
活
、
社
民

推
薦
）
で
す
。
し
か
し
、

投
票
率
は
21
・
71
％
（
前

回
29
・
96
％
）
と
平
成
に

入
っ
て
最
低
。
私
た
ち
も

市
政
問
題
を
も
っ
と
周
知

す
る
努
力
が
足
り
な
か
っ

た
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

党
市
議
団
は
、
耐
震
性

の
低
い
市
役
所
第
１
・
２

庁
舎
の
耐
震
診
断
・
補
強

を
求
め
て
き
ま
し
た
。

市
は
、
改
め
て
第
2
庁

舎
の
耐
震
診
断
を
行
っ
た

結
果
、
Ｉ
Ｓ
値
が
0
・
17

と
判
明
。
庁
舎
倒
壊
の
危

険
性
が
極
め
て
高
い
と
、

第
２
庁
舎
内
移
動
作
業
が

現
在
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

10
月
の
全
員
協
議
会
、

私
の
質
問
に
市
は
答
弁

し
、
庁
舎
整
備
基
本
構

想
も
修
正
し
ま
し
た
。

党
市
議
団
は
引
き
続

き
、
第
１
庁
舎
の
耐
震

診
断
実
施
や
暫
定
補
強

を
求
め
、
市
民
へ
の
徹

底
し
た
情
報
公
開
を
要

求
し
て
い
き
ま
す
。

「しっかり発言、きちんと報
告します」 市政に関する、
ご意見・要望をお聞かせ下さ
い。メールアドレス
kyousankaneko@yahoo.co.jp

http://www.jcp-ichikawa.com/
発行：日本共産党市川市議団議会報告
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【2013年２月市議会】

○公共施設の老朽化対策、維持管理

○公契約条例の制定について

○生物多様性の保全、施策策定の考え

○曽谷貝塚の今後の整備について

○市街化調整区域・農業振興地域の見直し、

ハウス栽培農家への支援について

【2013年６月市議会】

○児童虐待の現状と対策について

○市民まちづくり債の現状と効果について

○市民からの土地の寄付の現状と活用のあ

り方について

○市立養護老人ホームいこい荘の敷地の活

用及び近隣にあるがけ地の安全対策

【2013年９月市議会】

○保育行政について

・補助金の不正請求の可能性に対する対応

と今後の対策について

・待機児解消について

○健康増進センターの本八幡ビルからの撤

退及び事業の方向性について

○本市の猫殺処分ゼロ対策について

○「道の駅」構想、地域経済活性化、費用

対効果について

【2013年12月市議会】

○市長の公約について

・来年度予算編成の考え方について

○固定資産税について

・家屋評価のあり方、情

報開示について

・減免の実績と周知

○住環境の整備、安心住

宅助成制度について

京
成
側
に
あ
る
市
役
所
第
２
庁
舎

市
内
の
私
立
保
育
園
へ
の
補

助
金
支
出
で
、
３
３
２
３
万
円

を
返
還
請
求
す
る
、
同
時
に
補

助
金
の
手
続
き
で
、
市
も
問
題

が
あ
っ
た
と
市
長
他
職
員
の
処

分
を
11
月
15
日
、
臨
時
市
議
会

で
市
長
が
報
告
し
ま
し
た
。

過
大
支
出
が
あ
っ
た
の
は
社

会
福
祉
法
人
福
地
会
が
運
営
す

る
２
園
。
延
長
保
育
や
非
常
勤

職
員
に
関
す
る
補
助
金
で
す
。

市
は
今
後
、
他
の
保
育
園
も
調

査
し
、
補
助
金
の
基
準
を
見
直

す
方
針
で
す
。

私
は
臨
時
市
議
会
の
質
疑
で
、

補
助
金
の
チ
ェ
ッ
ク
１
人
体
制

の
見
直
し
、
再
発
防
止
策
の
構

築
、
職
員
に
対
す
る
教
育
と
綱

紀
粛
正
な
ど
、
問
題
解
決
の
施

策
を
実
行
し
、
市
民
の
信
頼
回

復
に
努
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。



平
成
17
年
度
か
ら
導

入
し
て
き
た
市
川
市
民

ま
ち
づ
く
り
債
。
12
月

市
議
会
の
補
正
予
算
で

廃
止
の
為
、
４
２
９
万

円
を
減
額
し
ま
し
た
。

市
民
ま
ち
づ
く
り
債
は
、

国
債
や
預
金
よ
り
利
回
り

の
よ
さ
か
ら
昨
年
度
は
、

市
の
発
行
額
5
億
円
に
対

し
、
５
４
８
人
で
２
倍
の

10
億
円
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
財
政
が

厳
し
い
と
強
調
す
る
中
で
、

費
用
対
効
果
に
疑
問
の
声

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
今
年
の
６
月
市

議
会
の
一
般
質
問
で
、
市

民
ま
ち
づ
く
り
債
の
廃
止

を
含
め
た
見
直
し
を
問
い

ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
、
財
政
部

長
は
、
金
利
低
下
で
市
が

直
接
金
融
機
関
か
ら
借
り

た
方
が
安
い
こ
と
や
手
数

料
が
か
か
る
な
ど
か
ら
、

見
直
し
を
検
討
す
る
と
答

弁
。
今
年
度
か
ら
廃
止
と

な
り
、
税
金
の
節
約
に
な

り
ま
し
た
。

今
年
最
後
と

な
る
12

月
定
例

市
議
会
が
６
日

に
開
会
し
、
20

日
頃
ま
で
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

審
議
す
る
議

案
は
15

件
。
内

訳
は
、
補
正
予

算
３
件
、
条
例

６
件
、
指
定
管

理
者
３
件
、
契

約
２
件
、
そ
の

他
１
件
で
す
。

主
な
議
案
は

消
費
税
増
税
８

％
に
伴
う
公
共

料
金
の
値
上
げ

の
転
嫁
条
例
や

職
員
の
55

歳
昇

給
停
止
な
ど
で

す
。
補
正
予
算
は
、
11
億

７
３
２
４
万
円
。
主
な
も

の
は
、
生
活
保
護
費
や
介

護
給
付
費
の
増
、
公
民
館

改
修
費
な
ど
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
私
と

高
坂
市
議
が
２
日
、
質
疑

通
告
を
議
長
に
提
出
し
ま

し
た
。

私
の
質
疑
通
告
は
左
記

の
通
り
で
す
。

○
市
川
南
保
育
園
の
指
定

管
理
者
に
つ
い
て

・
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
指

定
管
理
者
の
妥
当
性
に
つ

い
て

○
一
般
会
計
補
正
予
算

・
生
活
保
護
費
の
増
額
理

由
と
内
容
に
つ
い
て

・
公
園
費
の
維
持
管
理
な

ど
、
増
額
の
理
由
と
内
容

に
つ
い
て

本
会
議
の
傍
聴
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
見

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▼
半
年
前
か
ら
始
め
た
私

の
ブ
ロ
グ
。
気
軽
に
つ
ぶ

や
き
を
書
き
ま
し
た
が
、

ア
ク
セ
ス
数
は
２
３
０
０

を
超
え
ま
し
た
。
月
一
回

の
貞
作
通
信
で
は
議
会
の

様
子
や
日
常
の
活
動
を
伝

え
き
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
更
新
を
続
け
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
付
き
合
い
く
だ

さ
い
。
▼
市
長
選
挙
が
終

わ
り
、
今
度
は
12
月
市
議

会
で
す
。
田
中
さ
ん
が
市

長
選
挙
で
訴
え
た
公
約
を

実
現
す
る
第
一
歩
の
議
会

と
し
て
、
党
市
議
団
持
ち

時
間
を
フ
ル
に
活
用
し
、

市
長
と
の
論
戦
を
展
開
し

ま
す
。
ぜ
ひ
傍
聴
に
も
お

い
で
下
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

貞作通信 ＮＯ.２35 ２０13年12月8日 （２）

仕事
くらしの

悩み

連絡先 金子貞作 ３３７－６１８４（夜間）

【
金
子
】
「
動
物
の
愛

護
及
び
管
理
に
関
す
る

法
律
」
が
改
正
さ
れ
、

今
年
9
月
か
ら
施
行
さ

れ
た
が
、
依
然
と
し
て

多
く
の
猫
が
殺
処
分
さ

れ
て
い
る
。
市
は
ど
の

よ
う
な
対
策
を
考
え
て

い
る
の
か
。
発
情
シ
ー

ズ
ン
の
苦
情
は
、
猫
不

妊
等
の
不
妊
去
勢
手
術

を
す
る
こ
と
で
猫
被
害

が
解
決
し
て
い
る
例
が

あ
る
。
助
成
事
業
に
つ

い
て
、
改
善
要
望
の
請

願
を
平
成
24
年
12
月
議

会
で
全
会
一
致
採
択
し

た
。
市
は
ど
の
よ
う
な

対
応
を
検
討
し
た
の
か
。

【
部
長
】
市
と
し
て
は
、

改
正
法
に
あ
る
「
動
物

の
終
生
飼
養
」
を
飼
い

主
に
更
な
る
周
知
・
啓

発
に
努
め
る
。
ま
た
、

請
願
の
手
術
費
助
成
に

つ
い
て
、
申
請
機
会
の

増
加
や
募
集
時
期
の
改

善
を
図
っ
た
。
更
に
使

い
や
す
い
制
度
に
す
る

と
共
に
助
成
予
算
の
拡

大
を
検
討
す
る
。

私は、03年6月市議会で交差点の信

号機設置など安全対策を質問。この交

差点は県道と市道が５差路で交差し、

しかも坂道で見通しが悪いため事故が

絶えない場所です。地元の強い要望も

あり、11月に信号機が設置されました。

９月市議会
○市川市民まちづくり債発行関連

経費△581,000円（印刷製本費、

通信運搬費、通知書作成委託）

○市民まちづくり債発行手数料

△3,717,000円

合計△４２９万８千円


